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中華人民共和国建国以降、１９６６年から１９７６年の１０年間は、「文化大革命」と呼ば

れる「内乱」に等しい時期であった。  
６０年代に入って大躍進政策の失敗や、中ソ対立を背景にして、自分の党および国家で

の立場を再浮上させるために“ブルジョア反動思想”の批判を展開、それを徹底拡大させ

るために文革を発動したのであるが、その後多数の死者、犠牲者や政治的混乱、冤罪事件

を発生させ、また経済は停滞し、さまざまな損失をこうむり、自身でもその運動をコント

ロール出来なくなる。それは毛の文革に対する理論面や情勢判断等に大きな問題があった

ためであるが、理想の社会主義国家建設の目的も果たせぬままに、７６年その死によって

文革は終結した。  
正式には“プロレタリア文化大革命”と称されるこの運動が人々に及ぼした影響が大きい

ことは周知の事実である。いったいどのような時期であったのか、それについて論じた書

物は多数ある。「文化大革命」略称「文革」終結後、１０年ほどしてから中国国内において

もそれについて真正面から論じる動きも出てきた。主に政治の面から書かれるのは当然の

ことであるし、重要人物の回想録や、その時代に書かれた書物を通しての研究は多く見受

けられる。また、文革期の各種グッズやアートを研究の対象としたものもある。  
「文化大革命」略称「文革」終結後、１０年ほどしてから中国国内においてもそれについ

て真正面から論じる動きも出てきた。主に政治の面から書かれるのは当然のことであるし、

重要人物の回想録や、その時代に書かれた書物を通しての研究は多く見受けられる。また、

文革期の各種グッズやアートを研究の対象としたものもある。しかし、文革を通史的に、

またビジュアル面から捉えたものは数が少ない。そこで当時中国において一般的なグラフ

紙である「人民画報」 (日本では「中国画報」として出版 )を定点観測して、現在文革通史

として編纂されている、事実に即した年表的なものと、政治宣伝ではどのように異なるの

か、または事実としっかり重なる部分があるのかを調べてみるということを考えてみた。

埼玉大学教養学部には、幸いにして人民画報十数年分が所蔵されている。中国語版、日本

語版、英語版と版は違うが、文革期はほぼカバーしているので、その文革期の政治運動や

事象の主だった画像を牧研究室のデジタルカメラで撮影し、通史的な、「目で見る文革史」

を作成してみた。  
 
 
 
 


